
初期値 目標値

H26年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R2年度

16.0% 16.0% 16.1% 16.6% 16.9% 17.4% 20.0%

- - - - -

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

134,784 129,338 117,524 121,967

2,944 1,108 8,590 -

41,129 44,146 48,569 -

178,857 174,592 174,683 121,967
<0> <0> <0> <0>

134,577 125,579

44,146 48,569

134 445

環境改善対策やゆとりの創出、景観への配慮、魅力ある地域資源の創出等を進めることで、快適な道路環境等を創
造する。

業績指標

19 市街地等の幹線道路の無
電柱化率(*)

実績値

④進展が大きくない

年度ごとの目標値

業績指標は、目標に向けて進捗しているものの、過去の実績による傾向を延長する
と目標年度に達成できない状況にあるため。

施策の分析

無電柱化はこれまで、幹線道路や歩道幅員の広い商店街や市街地などから整備が
進められてきた。
無電柱化の整備にあたっては、整備コストが高いこと、電力・通信事業者との調整や
地元との調整に時間を要することから、進捗が伸び悩み業績指標が鈍化している。
このため、目標の達成には一層の取り組みが必要である。

　（各行政機関共通区分）

施策目標個票
（国土交通省30－⑤）

施策目標 快適な道路環境等を創造する

施策目標の概要及び
達成すべき目標

R2年度要求額

評価結果

引き続き、快適な道路環境等を創造する施策目標の達成に向けて、道路の防災性
の向上、安全で快適な通行空間の確保、良好な景観の形成や観光振興の観点か
ら、無電柱化推進計画に基づき、低コスト手法の普及拡大、占用制限による既設電
柱の撤去、地方公共団体の事業実施をサポートする支援体制の構築や、国際観光
旅客税等を活用しつつ、交付金等による財政的支援、事業のスピードアップ等を図
る。

評価

B

目標達成度合いの
測定結果

当初予算（a）

補正予算（b）

翌年度繰越額（百万円）

前年度繰越等（c）

合計（a＋b＋c）

予算の
状況

（百万円）

執行額（百万円）

環境安全・防災課
（交通安全分析官　吉
田　敏晴）

不用額（百万円）

政策評価実施時期 令和元年8月担当部局名 道路局

学識経験を有する者の知
見の活用

国土交通省政策評価会（令和元年6月28日）

　（判断根拠）

次期目標等への
反映の方向性

施策の予算額・執行額等
【参考】

区分

作成責任者名



業績指標１９ 

 市街地等の幹線道路の無電柱化率* 

 

 

（指標の定義） 

市街地等の幹線道路の上下線別の延長のうち、市街地等の幹線道路で地中化等により、電柱、電線類がない上下線 

別の延長の割合 

（目標設定の考え方・根拠） 

これまでの市街地等における電線類の地中化工事の実績や新設電柱の立地制限によって無電柱化が進展すること 

を示している 

（外部要因） 

該当なし 

（他の関係主体） 

 ・地方公共団体（事業主体） 

 ・電線管理者（電気、通信、ＣＡＴＶ等） 

（重要政策） 

 【施政方針】 

  ・なし 

 【閣議決定】 

  ・無電柱化の推進に関する法律（平成２８年法第１１２号） 

  ・電線共同溝の整備等に関する特別措置法（平成３０年法第６号） 

  ・観光立国推進基本計画（平成２９年３月２８日） 

   「引き続き無電柱化を推進する」（第３ １．（一）②オ） 

  ・道路法等の一部を改正する法律（平成２５年法律３０号） 

  ・交通政策基本計画（平成２７年２月１３日） 

   「道路の防災性の向上、安全で快適な通行空間の確保、良好な景観の形成や観光振興等の観点から、 

   無電柱化を推進する。」 

  ・社会資本整備重点計画（平成２７年９月１８日）「第１章に記載あり」 

 【閣決（重点）】 

  ・社会資本整備重点計画（平成２７年９月１８日）「第２章に記載あり」 

 【その他】 

  ・第１０次交通安全基本計画（平成２８年３月１１日中央交通安全対策会議決定） 

  ・防災基本計画（平成２９年４月１１日中央防災会議作成） 

 

過去の実績値 （年度） 

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ 

１６％ １６．１％ １６．６％ １６．９％ １７．４％ 

 

 

評 価 

 

Ｂ 

 

目標値：２０％   （令和２年度） 

実績値：１７．４％ （平成３０年度） 

初期値：１６％   （平成２６年度） 



 

 

主な事務事業等の概要 

電線類の地中化（◎） 

・電線類の地中化など快適な生活空間を形成する道路整備を推進する。 

予算額： 

道路整備費１６，６６２億円（国費）及び社会資本整備総合交付金８，９４０億円（国費）等の内数（平成２９年度） 

道路整備費１６，６７７億円（国費）及び社会資本整備総合交付金８，８８６億円（国費）等の内数（平成３０年度） 

（注）◎を付した施策項目は、社会資本整備重点計画にその概要が定められた社会資本整備事業に係る施策に関するものである。 

 

測定・評価結果 

目標の達成状況に関する分析 

（指標の動向） 

市街地等の幹線道路の無電柱化率は、平成２９年度が１６．９％、平成３０年度が１７．４％と目標に向けて進 

捗しているものの、過去の実績による傾向を延長すると目標年度に達成できないことになり、順調でない。 

一方、無電柱化の推進に関する法律の成立・施行や固定資産税の特例措置、緊急輸送道路における新設電柱の占 

用制限、低コスト手法の導入等により、これまで以上に今後事業の進捗が期待される。 

 

（事務事業等の実施状況） 

道路の防災性能の向上、安全で快適な通行空間の確保、良好な景観の形成や観光振興の観点から無電柱化推進計

画を策定し、平成３０年度においては市街地等の幹線道路において約２１０km 無電柱化事業が完了した。 

また、平成２８年度より全国の緊急輸送道路において、電柱の新設を禁止する措置を順次講じている。 

 

課題の特定と今後の取組みの方向性 

市街地等の幹線道路の無電柱化率については、目標に対してやや伸びが鈍化している状況であることから「Ｂ」

と評価した。 

無電柱化を推進するための課題としては、国内に約３，５００万本の電柱が設置されており、さらに毎年約７万

本増加していること、電線共同溝の整備コストが高いこと、電線管理者などの関係者との調整が難航したこと等に

よる事業着手の遅延などが挙げられる。 

このため、「道路の無電柱化低コスト手法導入の手引き（案）（平成３１年３月）」により低コスト化の普及を

図り、本格的な無電柱化の推進を図る。また、地方公共団体による緊急輸送道路における新設道路の占用制限を拡

大することにより、これ以上新たに電柱が設置されることを防止する。さらに、地方公共団体の事業実施をサポー

トする支援体制の構築や交付金等による財政的支援、また、占用物件の移設工事等を一括して発注する手法の実施

等により事業のスピードアップ等を図る。 

 

担当課等（担当課長名等） 

担当課： 道路局 環境安全・防災課 （交通施策分析官 吉田 敏晴） 

関係課： 道路局 国道・技術課 （課長 奥村 康博） 

 


